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福井駅前市街地再開発準備支援事業 継続 政策的経費 美しい県土、楽しく便利なまちの形成 県都デザイン戦略 ○ S46 48 2,750 2,750 ○

屋外広告物景観改善支援事業 継続 政策的経費 豊かな環境、すぐれた風景を次の世代に 県都デザイン戦略、福井県観光戦略 ○ ○ H28 3 53,103 53,103 ○

1 2 55,853 55,853 2

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３０年度
予算額

 財源内訳

平成２９年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般財源

課・室名 都市計画課 （単位：千円）



課長名

■ □ S46 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 48 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

○再開発事業の準備に対する支援

　市街地再開発準備組合が市街地再開発事業の実施に向けた基本計画等を作成することに対する補助

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
福井駅前電車通り北地区再開発準備組合が平成29年8月に発足し、基
本計画の作成に向けた協議・検討を行っている。

福井駅前南通り地区について、準備組合の設立が見込まれ
るため、基本計画作成を支援する。

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

［受益者］ 県民、来県者等 ［想定される受益者数］ 不特定多数

前事業の有無・実績 市町との連携状況
市町が再開発（準備）組合に対して主体的に働きかけ、都市の健
全な発展に資する事業について県も支援を行う。

事業名

〕
政　　策  〔 美しい県土、楽しく便利なまちの形成

［事業目的］

　低層の建築物が密集した市街地を不燃化、高度利用化し、都市機能の更新を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県土
関連する県の計画等 〔 県都デザイン戦略

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H34

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県1/6（国1/3、市町1/6） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

福井駅前市街地再開発準備支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 土木部 課名 都市計画課 小野田　利宏
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課長名

■ □ S46 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 48 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

233,590 430,740

231,447 430,740 3,500

231,447 430,740

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

■ 無

□ 有

他県の状況
石川県、富山県
　同スキームでの補助金制度あり

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

整備スケジュールが確定次第、活動指標を設定する。

実績

成果指標
(目標)

民間の再開発を支援するものであり、成果指標の設定になじまない。

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

再開発事業の進捗による増減

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 2,750

　福井駅前南通り地区について、準備組合の設立が見込まれるため、基本計画作成を支援す
る。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H34

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 2,750 2,750

県1/6（国1/3、市町1/6） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 土木部 課名 都市計画課 小野田　利宏

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

福井駅前市街地再開発準備支援事業
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課長名

■ ■ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

○既存不適格となる屋外広告物の撤去・改修支援
　①事業期間　　28年度～30年度
　②事業内容　　既存不適格となる屋外広告物の撤去・改修支援
　③補助内容　　ア　野立看板の撤去
                イ　屋上広告板の撤去
　　　　　　　　ウ　広告板の改修
　　　　　　　　エ　屋上広告板の改修

　④補助事業費上限額（県補助上限額）
　　　　　　　　ア　　200千円（100千円）
　　　　　　　　イ　　600千円（300千円）
　　　　　　　　ウ  1,000千円（500千円）
　　　　　　　　エ　1,500千円（750千円）

○条例改正の周知、広報費
　①説明会の開催、パンフレット作成
　②屋外広告物規制図の更新

市町と協力し、広告主や広告業者などに対して、改善要請文書の送
付や、景観改善が必要な足羽山周辺などの関係者や大手広告業者な
どに対して、改善への協力依頼を行うことにより、徐々に県民の機
運の醸成が図られている。

支援事業を丁寧に説明することにより、広告設置者による
支援制度を利用した撤去・改修件数の目標達成に努める。

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

［受益者］ 県民、来県者等 ［想定される受益者数］ 不特定多数

前事業の有無・実績 市町との連携状況
補助の一部を市町も負担するほか補助事務を行うなど、県と協働
して事業を実施する。

事業名

〕
政　　策  〔 豊かな環境、すぐれた風景を次の世代に

［事業目的］

　屋外広告物条例の改正に伴い新たな基準に適合しなくなった広告物の撤去・改修費用に対する支援を実施することで、良好な景観を早期に創出する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 県都デザイン戦略、福井県観光戦略

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県1/2（市町1/6） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

屋外広告物景観改善支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 土木部 課名 都市計画課 小野田　利宏
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課長名

■ ■ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

32,874 93,467

28,566 34,121

3,567

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(145) (423)

49 142

(15) (0)

21 48

■ 無

□ 有

他県の状況
石川県、富山県
　既存不適格広告物に対しての支援措置あり

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
条例改正周知等説明会、
個別説明

(目標)
関係団体等への説明会等開催数

実績

成果指標 撤去・改修件数
(目標) (227)

既存不適格広告物の撤去・改修件数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

全体事業費の計画による増減

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 53,103

補助金については、全体事業費の計画に従い計上
規制図の更新について新規計上

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 53,103 53,103

県1/2（市町1/6） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 土木部 課名 都市計画課 小野田　利宏

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

屋外広告物景観改善支援事業
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